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油タンカー用共通構造規則

KCID
No. 関連規則 種別 項目 完了日 質問 回答

添付
有無

57
2/3.1.8.1

（3.1.8.2）
Question 疲労用の比

重
2006/5/5

『貨物タンク構造の疲労評価に際し，船舶の運航期間中を
通して代表的な平均貨物密度を適用しなければならない。
この代表的平均密度は0.9（t/m3）とし，高比重を定期的に
運搬する場合、より大きな平均比重 を用いなけらばならな
い。』と規定されているが、平均比重を0.9に設定すること
の是非が、造船所と船主の間で問題になるので、この規
定は削除すべきである。　25年の航海年数にわたり平均
比重を0.9が妥当かどうかを判断することは困難である。
比重を0.9とする他の要件も同様に削除すべきである。

疲労強度は最も良く使用される積付け状態、すなわち、均
等満載状態及びバラスト状態に基づいて計算されます。
これらの状態は船の一生の大部分を占めるので、疲労強
度における支配的な積み付け状態となります。　非常に低
比重な貨物を均等積みするような非現実的な積付け状態
を回避するため、0.9という比重の下限値を設定していま
すが、構造喫水を超えない限り、これを超える比重を運送
することも疲労の観点からは可能です。
『高比重を定期的に運搬する場合、より大きな平均比重 を
用いなけらばならない。』という表現は、曖昧で判断が難し
く造船所と船主に要らぬ誤解と対立を生むおそれがありま
すので、規則から削除しましたが、これ以上の規則改正は
必要ないと判断致します。　詳細についてはTechnical
Backgroundで説明する予定です。
疲労計算に用いる比重は、貨物タンク囲壁（甲板や横隔
壁を除く）付きの防撓材の寸法及び端部形状に影響しま
すが、寸法の増加量は、どの程度疲労強度が支配的かに
よってさまざまです。
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KCID
No. 関連規則 種別 項目 完了日 質問 回答

添付
有無

58

2/ Table
2.7.3

（現行ＣＳＲ
の条番号と
符合せず）

Question BWE の条
件

2006/5/5

１．一般的にバラスト水交換は好天時に行われるので、当
該規定は再考すべきである。
２．ＪＴＰがバラスト水交換を行うことができる海象条件を規
定しないことが理解できない。　ＪＴＰ規則2節4.1.4.1 (d)
の規定に従い、関連規則の再考をお願いする。

1．バラスト水交換は好天時に行うべきということには同意
見です。　しかしながら、好天時を定義することは難しく、ま
た、船長が海象を判断するのも困難です。　従って、バラ
スト水交換に関する強度評価において、好天による荷重
軽減は考慮しておりません。
2.　最大の問題点は、実際の海象条件がバラスト水交換
を行える’好天時’か否かを船長が判断できるかどうかで
す。　例えば、動的荷重を0.8掛けする場合、この荷重に対
応する超過確率10-6に相当する有義波高（1年最大波）を
提示して、船長に実際の海象がこの有義波高以下かどう
か判断するよう求めなければなりません。　前回の回答に
述べたように、”荒天時に行ってはならない”といった曖昧
な表現では、船主や造船所との議論を生むだけです。
これらの理由により、また、バラスト水交換による寸法増
加はそれほど大きくないことにより規則要件を変更するこ
とは考えておりません。

153
2/3.1.8.2,

App
C/1.3.2

Question 疲労用の平
均貨物密度

2006/10/9

付録Cの簡易化された疲労計算に用いる平均貨物密度
は、2節3.1.8.2に規定する0.9の平均貨物密度化か、構造
喫水の満載均等積み状態に対応する貨物密度のいづれ
か？　もし、船主と造船所がオプションとして隔倉積み状
態を設計条件とすることを合意した場合、船級協会はその
ようなオプションを承認条件から除外できるのか

1.貨物密度としては、0.9 tonnes/m3 または構造喫水の
満載均等積みの貨物密度のいずれか大きい方を使用す
ることになります。
2. 2節3.1.10.1.(g)に規定しているように, 高密度貨物を定
期的に運送する場合の疲労評価は船主の特別要求とな
り、本規則ではカバーされません。　このような条件を設計
図書で記述しない場合には、疲労評価において考慮する
必要はありません。

266 2/3.1.8.2 ＣＩ
疲労におけ
る貨物比重

2006/11/13

疲労評価がタンク満載状態に基づいているが、2/3.1.8.2
の規定には、代表的平均貨物密度がC/1.3.2.1.に示され
るようにタンク満載状態に対応する貨物密度から得られる
ものという記述がないため、誤解を生じさせる。

拝承。　以下のように改正します。
「2/3.1.8.2　貨物タンク構造の疲労評価に際し、船舶の運
航期間中を通して代表的な平均貨物密度を適用しなけれ
ばならない。この代表的平均密度は，0.9（t/m3）、もしくは
より高い場合には設計喫水における均等満載状態から得
られる貨物密度としなければならない。」
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KCID
No. 関連規則 種別 項目 完了日 質問 回答

添付
有無

438
attc

1/1.1.1.2,
2/3.1.7.1 &
1/1.1.1.1

Question 航路制限の
ない船舶

2009/11/2

以下に抜粋するタンカーCSR 1節1.1.1.1及び1節1.1.1.2
は、ばら積貨物船CSR 1章1節1.1.2で規定されるような、
航路制限のない船舶への適用について明確に規定してい
ない。本規則が国際航海に従事する（つまり、航路制限の
ない）船舶を前提としていることを推測できるのは、2節
3.1.7.1の『全世界を就航でき、……規則上の要求は、船
舶の設計寿命の間、北大西洋の波浪環境を航行する船
舶に基づくものとする。』の部分のみである。

有

『タンカーCSR
1節1.1.1.1
本編の規定は，2006 年4 月1 日以降に建造契約が行わ
れ，本会に登録される船の長さが150m 以上の二重船殻
油タンカーに適用する。船の長さは4 節1.1.1.1 による。
1節1.1.1.2
船の長さが150m 未満の二重船殻油タンカーに対しては，
一般に本編以外の本会の関連する規則を適用しなければ
ならない。

2節1.3.7　外部環境
2章3.1.7.1
全世界を就航でき、将来の運航形態の不確定さ及びそれ
に応じて遭遇すると考えられる波浪条件に対応するため、
設計評価において厳しい海象条件を適用する。規則上の
要求は、船舶の設計寿命の間、北大西洋の波浪環境を航
行する船舶に基づくものとする。』

ばら積貨物船CSR
『1章1節1.1.2
本編の規定は、船の長さL が90m 以上で、航路制限のな
い単船側構造及び二重船側構造のばら積貨物船の船体
構造に適用する。』
（次頁へ続く）

添付資料「5.2-(CIP)共通解釈 2009年11月」をご参照くだ
さい。
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KCID
No. 関連規則 種別 項目 完了日 質問 回答

添付
有無

438
attc

1/1.1.1.2,
2/3.1.7.1 &
1/1.1.1.1

Question 航路制限の
ない船舶

2009/11/2

（前頁から続く）

Q1：タンカーCSR及びばら積貨物船CSRの適用の違い
は、L>150mの航路制限された二重船殻油タンカーをカ
バーするために、タンカーCSRに対して意図的に与えられ
たものか？
Q2：あるいは、現在、IACSにおいて、ばら積貨物船CSRと
調和するようタンカーCSRの修正を検討しているのか？

Q3：Q1について肯定するのであれば、油タンカーに対す
るCSR Notation は、航路制限の有無にかかわらず付与
されることになる。IACSではこの方針についてこれまでに
議論され、決定しているのか？
Q4：Q2について肯定するのであれば、CSRは、航路制限
のない油タンカー及びばら積み貨物船のみを想定してお
り、航路制限される船舶については視野に入れていないこ
とになる。従って、航路制限される船舶に適用される要件
については、各船級協会規則を参照することとなる。この
ように理解しているが、正しいかどうか確認されたい。

（前頁参照） 有

487 2/3.1.2.4 Question "B/D" 比の
制限

2007/8/28

2節 3.1.2.4 に幅と深さの比 “B/D” の制限が、想定環境に
関連するその他のパラメータと一緒に規定されている。
特定の船の “B/D” が制限値2.5より約10%超過した場合、
現行の規定がそのまま適用できるか。

2節3.1.2.4 に規定する制限値は、想定環境を決定する際
に用いた条件です。　この制限から外れる場合には、3節4
の規定に従い、個々の船級協会により特別な配慮が払わ
れる必要があります。　当該設計の構造安全性は、少なく
とも規則で想定するものと同等でなければなりません。

512  2/2.1.2.1 RCP 審査に関す
る規則改正

2007/10/15
2章2.1.2.1に規定されているような品質管理上の審査は
実際には行われていないので、当該規則の改正を提案す
る。

規則改正を行う予定です。

（NK注：　規則改正の具体案は割愛します。）
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KCID
No. 関連規則 種別 項目 完了日 質問 回答

添付
有無

1124 2/5.4.1.2 RCP 相互参照の
誤記修正

2012/8/27

CSR油タンカーについて、相互参照が正しくない要件があ
る。以下を確認し、正しく修正されたい。

[2節5.4.1.2]　荷重シナリオの相互参照　誤：表2.5.3 ⇒
正：表2.5.1
[3節5.2.6.2]　荷重点の相互参照　誤：5.2.1 ⇒正：5.2.2
[5節4.2.1.1]　誤：5.3（存在しない） ⇒正：5.1
[8節4.4.3.5及び4.4.3.6]　梁柱の寸法の相互参照　誤：
4.8.4 ⇒正：3.9.5　文言は同節5.4.4.4及び5.4.4.5と同じ
でなければならない。
[付録B 1.2.1.1]　誤：2節6.3.4（存在しない）⇒正：2節
4.3.4
[表B.2.5]　方形係数の相互参照　誤：4節1.1.1.1⇒正：4
節1.1.9.1
[図B.3.2]　誤：表B.2.22(存在しない）⇒正：表B.2.2
[付録B 4.2.2.2]　誤：9節3.3.3（存在しない）⇒正：9節
3.3.2

ご意見拝領、確認致しました。次回の誤記修正にて訂正
致します。

1128 2/3.1.8.4 Question
摂氏0度以
下で積載さ
れる貨物

2013/5/3

貨物倉に摂氏0度を下回る貨物が積載可能ということは一
般的でない。また、IACSは、ローディングマニュアル
‘Guidance to Master’に貨物の温度について閾値/制限に
ついて、もしまだ記載していないのであれば含めるべきで
ある。
摂氏0度を下回る低温の貨物は、貨物倉自体の温度が摂
氏0度以下の低温になるため、貨物倉構造についてはより
厳密に検討されなければならない。この貨物倉を有する船
舶の航路が冬季の北大西洋やロシア海域である場合、
CSRではカバーされず、安全な操船及び乗組員の安全確
保のため、ローディングマニュアル中に船長のための何ら
かのガイダンスが必要となる。この場合、以下のような懸
案がある。
-貨物が継続して摂氏0度を下回る。
-冬季の北大西洋やロシア海域での航行
-氷海域における航海では外気の状態も低温である。
-バラストタンク内の水が氷結する。

油タンカー用CSRの2節3.1.8.4では、本規則は摂氏0度以
上の貨物/バラスト水を積載する船舶に対して適用される
と明確に示しております。
また、運搬や荷役の際に粘度を維持する必要がある場
合、貨物を加温するためのヒーティングコイルシステムが
設置されます。なお、摂氏0度を下回る貨物を積載する船
舶については各船級により個船ごとに判断されます。

IACSは本件について認識しており、低温貨物の運搬につ
いて統一的な見解を示すべく検討を行う予定としていま
す。
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